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研究成果の概要（和文）：意思決定ルールと集合構造オントロジーを抽出するために、論理的推

論とラフ集合データマイニングの異なる２つのタイプの推論メカニズムを研究開発した。それ

により、データ分析と事例ベース推論の２つの意思決定の側面を取り入れた知識ベースシステ

ムの基盤を与えている。さらに、実際の知識構造データから意思決定支援へ結びつけるために、

ユーザーの入力を起点にして、そこからルールとオントロジーの推論を適用する方法を提案し

た。 

 
研究成果の概要（英文）：We have developed a logical reasoning system and rough set data 

mining algorithm for inferring decision rules and conceptual ontologies. These system and 

algorithm provide a basis of the knowledge-based system that contains logical and 

ontological  reasoning and data analysis. In addition, we have proposed a method that 

connects reasoning to a decision support system such that rule and ontology reasoning from 

users’ keywords are used to support their decision making. 
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１． 研究開始当初の背景 

近年、Web やデータベースから容易に入手で
きる情報が劇的に増えている。もし、そこか
ら重要な知識（経験やノウハウなど）を獲得
できれば人間の行動や判断に役立つ。しかし
実際に人間の意思決定を支援するとき、今抱
えている問題のデータを選択収集してそこ
から良質な行動方針を決めるのは容易では
ない。なぜなら、それには実データを数値的
に（定量的に）分析するだけでなくデータを

概念的・論理的に捉えて推論するメカニズム
も不可欠だからである。 

日常の意思決定ではさらに、人や組織が個
別にもつ経験や失敗を参考にしてデータ分
析と比較検討する形で具体化される。このよ
うに意思決定支援には、「膨大な未加工デー
タから利用可能な構造化された知識を見い
だす問題」と「意思決定の過去データを蓄積
する問題」がある。 
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２．研究の目的 

本研究では、ルールとオントロジーによる意
思決定知識ベースシステムを実現する基盤
として、以下に述べる技術とシステムを新し
く実現することを目的とする｡ 

 

(1)本研究では、データ分析と事例ベース推
論の融合から整合的に意思決定を支援する
ために、意思決定ルールと集合構造オントロ
ジーの２タイプの知識構造を発見するメカ
ニズムを提案する。 
 
(2)特に、知識構造を扱うために論理的推論
を用いるとともに、論理的な厳密さの欠点を
補うために実データの曖昧さを扱うことの
できるソフトコンピューティング（ラフ集
合）の理論を用いる。 
 
(3)その結果、意思決定に価値のある知識と
して知識構造の２タイプを出力して従来の
発想にはない意思決定知識ベースシステム
を構築する。 
 
３．研究の方法 
本研究を遂行するために、以下に具体的な方
法を示す。 
 
(1)意思決定支援には次のプロセスを実現し
て、意思決定者が持ち合わせてない知識を見
つけて、人の行動や決定をサポートしなけれ
ばならない。 
 
①通常我々が人手できる生データは冗長で
未加工なので、文脈や目的によって整理され
て情報へ変換する（データベース化）。 
 
②さらに、情報からルールやオントロジーの
ような構造を見出すことで、意思決定に利用
できる知識を提供する支援システムを研究
開発する（知識ベース化）。 
 
(2)既存の意思決定支援システムや事例ベー
ス推論を調査する一方で、本研究の特徴であ
る論理的手法とラフ集合によって抽出する
知識構造の特性を分析する。 
 
(3)(2)で検討した知識構造（意思決定ルール
と集合構造オントロジー）をデータから抽出
するメカニズムを設計する。 
 
(4)意思決定のために知識ベースを構築して
実際のデータを用いた検証実験を行う。 
 
(5)(4)の検証実験を基にして意思決定ルー
ルと集合構造オントロジーを評価または選
別する手法を提案して、意思決定者の状況に
基づいて決定目標に役立つ知識を絞るシス
テムを完成させる。 

 
４．研究成果 
２０～２３年度の研究成果をそれぞれ以下
に示す。 
 
(1)２０年度では、以下の３つの項目につい
て研究を実施した。 
 
①従来の意思決定支援システムと事例ベー
ス推論に関する調査 
 
②実データに付加する事象的な知識のオン
トロジーの設計 
 
③論理的手法とラフ集合によって出力する
知識構造の役割と妥当性への考察 
実際に気候データ（気温、湿度など）や医療
データ（関東のインフルエンザ発生数）から
得られる知識を分析した。 
 
(2)２１年度では、前年度の気候データ（気
温、湿度など）や医療データ（関東のインフ
ルエンザ発生数）から得られる知識の分析・
検証に基づいて、以下の２項目について研究
を実施した。 
 
①ラフ集合によるルールの抽出メカニズム
の開発・実装 
 
②事象的な知識のためのルールとオントロ
ジーの記述言語の設計 
 
特に、ラフ集合論によるデータマイニング手
法を用いて、複数のデータベースから因果ル
ールを発見するメカニズムを開発・実装した。 
 
(3)２２年度では、前年度のルールの抽出メ
カニズムを踏まえて、より現実的なデータと
して時系列情報に含まれるイベントデータ
のシーケンシャルパターンに注目して、以下
の２項目について研究開発を実施した。 
 
①ラフ集合によるシーケンスパターンのマ
イニングアルゴリズムを開発・実装 
 
②シーケンスを記述できる論理型言語とそ
の推論システムの形式化 
 
これにより、因果ルールの発見メカニズムや
他のラフ集合データマイニングでは扱えな
かったシーケンスパターンを論理的に分析
してルールを生成することが可能となった。 
 
(4)２３年度では以下の３つの項目について
研究を実施した。 
 
①ユーザーの入力に対するルールとオント
ロジーの知識構造からの推論メカニズムの
設計 
 
②実用データの知識構造化とそれを用いた
オントロジーの推論実験 
 
③意思決定支援システムのインターフェー



ス開発 
 
ユーザーの入力を意思決定支援に結びつけ
るためにオントロジーとルールに関する推
論メカニズムを設計した。例えば、抽象的な
キーワードが入力されたならば、クラスと解
釈しそのインスタンスをオントロジーとル
ールから推論する。 
また、特徴を示すキーワードが複数入力さ

れたならば、それらを同時に満たすデータを
オントロジーとルールから導き出すことが
できる。 
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